
知 っ ち ょ る ？  統計ややや ままま ぐぐぐ ちちち     

④  超 高 齢 社 会 の 到 来     平 成 2 3 年 1 2 月 1 5 日 掲 載  

平 成 ２ ２ ( ２ ０ １ ０ ) 年 国 勢 調 査 の 「 人 口 等 基 本 集 計 」 ( 確 定 値 )  が 、 総 務 省 統 計 局 か ら

公 表 さ れ ま し た 。 結 果 か ら は 、 ２ つ の 特 徴 が 見 ら れ ま す 。  

一 点 目 は 、 日 本 人 の 人 口 が 初 め て 減 少 し （ 外 国 人 を 含 む 総 人 口 は 横 ば い ） 、 わ が

国 が 人 口 減 少 社 会 を 迎 え た こ と が 、 あ ら た め て 明 ら か に な っ た こ と で す 。 本 県 で は 、 昭 和

６ ０ ( １ ９ ８ ５ ) 年 の １ ６ ０ 万 １ ６ ２ ７ 人 を 境 に 人 口 が 減 少 し て い ま す 。 昨 年 １ ０ 月 １ 日 現 在 で

は 、 １ ４ ５ 万 １ ３ ３ ８ 人 で 戦 後 最 少 と な り ま し た 。 こ れ は 、 前 回 平 成 １ ７ ( ２ ０ ０ ５ ) 年 の 調 査

に 比 べ 、 ４ 万 １ ２ ６ ８ 人 、 ２ . ８ ％ の 減 少 と な り 、 過 去 ２ 番 目 の 減 少 率 と な り ま し た 。 一 方 、

世 帯 数 は ５ ９ 万 ７ ４ ３ ２ 世 帯 と 過 去 最 多 に な り ま し た が 、 １ 世 帯 当 た り の 人 員 は ２ . ４ ３ 人

と 過 去 最 少 と な り 、 世 帯 規 模 は 縮 小 を 続 け て い ま す 。  

二 点 目 は 、 わ が 国 で 少 子 高 齢 化 が 進 行 し て い る こ と で す 。 本 県 は 高 齢 者 人 口 （ ６ ５

歳 以 上 ） は 増 加 、 年 少 人 口 （ １ ５ 歳 未 満 ） は 減 少 し て い ま す 。 平 成 ７ ( １ ９ ９ ５ ) 年 に は 高

齢 者 人 口 が 年 少 人 口 を 初 め て 上 回 り 、 今 回 の 調 査 結 果 で は 、 高 齢 者 人 口 は 年 少 人

口 の ２ 倍 を 超 え ま し た 。 こ う し た こ と か ら 、 本 県 の 高 齢 化 率 は 前 回 調 査 に 比 べ 、 ２ . ９ ポ イ

ン ト 増 加 し 、 ２ ８ . ０ % と な り 、 高 齢 化 率 は 全 国 で ４ 番 目 に 高 く な っ て い ま す 。 一 般 に 高 齢

化 率 が ２ １ ％ を 超 え る と 「 超 高 齢 社 会 」 と さ れ て い ま す が 、 全 国 の 高 齢 化 率 は ２ . ８ ポ イ ン

ト 増 加 し 、 ２ ３ . ０ % と な り 、 我 が 国 が 「 超 高 齢 社 会 」 と な っ た こ と も 分 か り ま し た 。 人 口 減 少

や 少 子 高 齢 化 な ど の 問 題 は 、 本 県 に 留 ま ら ず 、 わ が 国 全 体 で 対 処 し て い か な け れ ば な

ら な い 大 き な 課 題 で あ る と 言 え ま す 。  
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